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Ⅰ 法人の概要 

１．建学の精神 

   学校法人木村学園は、「一つの枠にとらわれない広い視野を持った人材を育成する」ことを

建学の精神とし、急速に進展する少子高齢化社会、また医療の高度化・専門化を背景にチー

ム医療の推進が重要であることを踏まえ、医療・福祉・保健の区分を超えた総合的視野を持

つ人材を育成している。 

また、学校名の“トリニティ”は本学園で学ぶ医療・福祉・保健の三位一体を象徴してい

る。 

 

２．学校法人の沿革 

年   月 沿     革 

1997（平成 9）年 3 月 ・広島県知事より学校法人木村学園認可 

・広島県知事より専門学校国際医療福祉総合学院認可 

・厚生大臣より臨床工学技士養成所指定 

 （専門学校国際医療福祉総合学院） 

・厚生大臣より介護福祉士養成施設指定 

（専門学校国際医療福祉総合学院） 

1997（平成 9）年 4 月 ・専門学校国際医療福祉総合学院開校 

1997（平成 9）年 12 月 ・島根県知事より 

  専門学校国際医療福祉総合学院出雲校認可 

1998（平成 10）年 3 月 ・厚生大臣より介護福祉士養成施設指定 

（専門学校国際医療福祉総合学院出雲校） 

1998（平成 10）年 4 月 ・専門学校国際医療福祉総合学院出雲校開校 

2001（平成 13）年 8 月 ・広島校 日本歯科医師会より「歯科助手」資格認定承認 

2001（平成 13）年 11 月 ・広島校 日本病院会より 

「診療情報管理士通信教育専門課程編入指定校」承認 

2002（平成 14）年 4 月 ・広島校 保育社会福祉学科開設 

2008（平成 20）年 4 月 ・校名変更 

トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校 

トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校 

2009（平成 21）年 4 月 ・広島校 診療情報管理士専攻科開設 

2014（平成 26）年 4 月 ・広島校 職業実践専門課程認定 

（介護福祉学科、保育社会福祉学科、 

臨床工学科、医療秘書福祉学科） 

・出雲校 職業実践専門課程認定（介護福祉学科） 
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2015（平成 27）年 10 月 ・広島校 別科（介護福祉士実務者研修科：通信教育）開設 

2016（平成 28）年 3 月 ・出雲校 厚生労働大臣より「指定保育士養成施設」指定 

2016（平成 28）年 4 月 ・出雲校 こども保育学科開設 

2019（平成 31）年 2 月 ・出雲校 法務大臣より日本語教育機関として法務省告示 

2019（平成 31）年 4 月 ・出雲校 日本語学科開設 

・出雲校 収容定員の変更（介護福祉学科） 

2020（令和 2）年 2 月 ・広島校 法務大臣より日本語教育機関として法務省告示 

2020（令和 2）年 4 月 ・広島校 日本語学科開設 

・広島校 収容定員の変更 

（介護福祉学科、医療秘書福祉学科、 

保育社会福祉学科、臨床工学科） 

2022（令和 4）年 4 月 ・広島校 保育社会福祉学科をこども保育学科に名称変更 

・出雲校 職業実践専門課程認定（こども保育学科） 

2024（令和 6）年 4 月 ・出雲校 日本語学科（文化・教養専門課程）を設置 

2025（令和 7）年 3 月 ・出雲校 日本語学科（一般課程）を廃止 

 

３．設置する学校・学部・学科等 

 （１）トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校（以下 広島校） 

   （教育・社会福祉専門課程） 

・介護福祉学科 

・こども保育学科 

   （医療専門課程） 

     ・臨床工学科 

   （文化・教養専門課程） 

     ・日本語学科（進学 2年コース、進学 1年 6ヶ月コース、介護進学コース） 

 

 （２）トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校（以下 出雲校） 

   （教育・社会福祉専門課程） 

・介護福祉学科 

・こども保育学科 

   （文化・教養専門課程） 

     ・日本語学科（日本語進学 2年コース、日本語進学 1.5年コース、介護進学コース） 
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４．学校、学科の入学定員、学生数の状況 

  2025年 5月 1日現在の学生数は下表のとおりである。 

 

 （１）広島校                              （単位：人） 

学 科 名 
入学 

定員 

収容 

定員 
1年 2年 3年 合計 摘 要 

介護福祉学科  60 120  53 43 －  96 
1年：留学生 25名 

委託生 5名 

2年：留学生 14名 

こども保育学科  30  90  11 14 11  36  

臨床工学科  30  90   9  8 11  28  

日本語学科  45  80  30 27 －  57 
加えて 2025年 10 月

に 19名が入学 

合 計 165 380 103 92 22 217  

※委託生：広島県委託訓練業務（長期高度人材育成コース）により受け入れた広島県立 

広島高等技術専門校の訓練生 

 

 （２）出雲校                              （単位：人） 

学 科 名 
入学 

定員 
収容 

定員 
1年 2年 合計 摘 要 

介護福祉学科  40  80 35 17  52 
1年：留学生 16名 

2年：留学生 4名、委託生 2名 

こども保育学科  50 100 25 18  43 
1年：委託 4名 

2年：委託 4名 

日本語学科  35  60 19 16  35 
加えて 2025 年 10 月に 20 名が入

学 

合 計 125 240 79 51 130  

※委託生：島根県委託訓練業務（長期高度人材育成コース）により受け入れた島根県立 

東部高等技術校の訓練生 
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５．役員の概要 

  2025年度末現在の理事及び監事は次のとおりである。 

定員数 理事 6名、監事 2名 

No. 役職名 氏 名 常勤・非常勤の別 区 分 摘  要 

1 理事長 木村  創 常 勤 第 2号  

2 理 事 塚広  基 常 勤 第 1号 広島校 学校長 

3 理 事 西川 正洋 非常勤 第 2号  

4 理 事 白井 孝司 非常勤 第 2号  

5 理 事 渡邊 喜雄 非常勤 第 2号  

6 理 事 宅野  伸 常 勤 第 2号 木村学園企画室長 

1 監 事 藤本 寛之 非常勤   

2 監 事 大内 友幸 非常勤   

   なお、当事業年度中の 2025年 6月 17日に理事及び監事の改選が行われ、一部理事及び監

事が変更となった。 

 

６．評議員の概要 

2025年度末現在での評議員の現員数は 8名である（定員数 8名）。なお、当事業年度中の

2025年 6月 17日に評議員の改選が行われ、一部評議員が変更となった。 

 

７．教職員の概要 

  2025年度末現在の教職員数は次のとおりである。 

（単位：人）           

 広島校 出雲校 

本務 兼務 本務 兼務 

校長  1 －  1 － 

教員 16 34 10 26 

職員  7 －  4 － 

計 24 34 15 26 

※平均年齢（本務のみ） 広島校 教員 48.0歳  職員 40.6歳 

            出雲校 教員 40.8歳  職員 40.5歳 
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Ⅱ 事業の概要 

１．法人（理事会・企画室など法人事項に係る管理運営） 

（１）中期計画の実行 

   以下のとおり、2025年度に計画していた事業を実行した。 

 

①日本語学科収容定員変更に関する手続き 

   2025年 7月、法務省に対し日本語学科収容定員の変更を届け出た。これにより、

2026年 4月からの収容定員は次のとおりとなる。 

    広島校：80名から 120名へ変更 

    出雲校：60名から 90名へ変更 

 

②広島校介護福祉学科クラスの適正化（収容定員の削減）に関する手続き 

2025年 9月、広島県に対し、介護福祉学科の収容定員削減を申請し、承認を受け

た。これにより、2026年 4月から収容定員は 120名から 100名に変更となる。 

 

③設備等整備計画に基づく整備 

〇広島校 

・階段照明 LED化（2025年 4月実施） 

・サーバーの更新とWi-Fi機器の設置 

（当初は 2026年 3月実施予定であったが、世界的なメモリ不足によりサーバーの

納品が遅延したため 2026年 4月末実施に変更） 

・収容定員変更に伴う教室の改修（2階、6階）（2026年 3月実施） 

〇出雲校 

・サーバーの更新（2026年 3月実施） 

 

④文部科学省による日本語教育機関認定に係る申請準備 

2026年 5月の申請を目標に、日本語教育機関として認定を受けるための申請準備を

行ったが、準備期間が不足したため申請を断念した。今後の申請目標時期は、広島校が

2026年 10月、出雲校が 2027年 5月とする。 

 

（２）理事、監事及び評議員の改選 

新寄附行為の規定に基づき、2025年 6月 17日に理事、監事及び評議員の改選を行い、

一部の理事、監事及び評議員が変更となった。 
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２．学生募集 

   2026年 4月入学者は、広島校 123名（昨年比 22名増）、出雲校 75名（昨年比 3名減）、

学園全体で 198名（昨年比 19名増）となった。 

 

【2026年度 入学者数】                         （単位：人） 

校 名 学科名 入学定員 
入学者数 

合 計 一般生 委託訓練 留学生 

広島校 

介護福祉学科  50  45 30 3 12 

こども保育学科  30  19 19 － － 

臨床工学科  30  10 10 － － 

日本語学科  50  49 － － 49 

小 計 160 123 59 3 61 

出雲校 

介護福祉学科  40  28 16 4 8 

こども保育学科  50  19 17 2 － 

日本語学科  30  28 － － 28 

小 計 120  75 33 6 36 

学園 合計 280 198 92 9 97 

※2026年度 10月の入学予定者は除く。（10月生入学定員：広島校 15名、出雲校 20名） 

 

（１）国内募集（広報課） 

     国内募集については、一般生（主に高校生）を募集対象としている。 

2026年度の一般生入学者数は、広島校 59名（昨年比 18名増）、出雲校 33名（昨年

比 7名減）、学園全体では 92名（昨年比 11名増）となった。 

広島校においては、介護福祉学科及びこども保育学科が、昨年度に比較して大幅な改

善を示した。SNSを活用した情報発信に加え、オープンキャンパスや学科内での取り

組みが高校生に効果的にうまく伝わった結果と考えられる。 

一方、臨床工学科は引き続き厳しい状況が続いている。臨床工学技士の職業紹介チラ

シ配布に加え、高校生を対象とした病院見学等の企画を実施し、臨床工学技士の職業認

知度向上に向けた取り組みを行う。 

出雲校については、島根県内において介護福祉士及び保育士を志望する高校生の減少

が顕著であり、厳しい結果となった。希望者が少ない中でも、介護福祉学科においては

競合校が少ないことから、県内の介護分野志望者の約 9割が本校に進学している。 

こども保育学科については、島根県立大学短期大学部保育学科における推薦枠拡大に

よる早期囲い込みの影響が大きく、県内の他養成校と同様に本校も苦戦した。今後は、

オープンキャンパスの動員強化を目的とした新たなイベントを実施するとともに、各学
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科の強みを再整理し、高校生に分かりやすく伝えるための発信内容の統一を図る。 

 

（２）海外募集（海外事業部） 

  ①在留資格認定証明書交付状況 

   2025年度 4月生及び 10月生並びに 2026年度 4月生における在留資格認定証明書の

交付状況は、次のとおり概ね良好な結果となった。 

   〇広島校 

    ・2025年度 4月生  31名交付／32名申請 （交付率 97%） 

    ・2025年度 10月生  20名交付／20名申請 （交付率 100%） 

    ・2026年度 4月生  49名交付／49名申請 （交付率 100%） 

   〇出雲校 

    ・2025年度 4月生  20名交付／28名申請 （交付率 71%） 

    ・2025年度 10月生  20名交付／24名申請 （交付率 83%） 

    ・2026年度 4月生  30名交付／34名申請 （交付率 88%） 

 

2025年度は広島校が適正校クラスⅠ、出雲校が適正校クラスⅡであったが、留学生

の適正な在籍管理が認められ、2026年度 4月生からは出雲校についても適正校クラス

Ⅰに選定されることとなった。 

今後は、広島校及び出雲校ともに交付率 97％を目標とし、両校における不交付者を 2

名以下に抑える方針で取り組む。この目標達成に向けて、学業成績が優秀で、明確な進

学意欲を有する学生の選考を、これまで以上に慎重かつ計画的に進めていく。 

 

  ②海外募集活動の実施状況 

2026年度 4月生募集に向けた海外募集活動として、次のとおり複数国において日本

語試験及び面接を実施した。 

インドネシアでは、2025年 5月 26日から 31日にかけて、サカグループインターン

シップ生を対象とした面接を実施した。 

また、ベトナム（2025年 8月 17日～21日、4センター）、ミャンマー（2025年 8

月 26日～31日、2センター）、バングラディシュ（2025年 9月 20日～26日、6セン

ター）において、日本語センターでの日本語試験及び面接を行った。 

さらに、2026年 10月生募集に向けては、ネパールにおいて 2026年 2月 4日から 9

日まで（5センター）、ミャンマーにおいて 2月 21日から 27日まで（4センター）、バ

ングラディシュにおいて 3月 6日から 14日まで（4センター）、それぞれ日本語試験及

び面接を実施した。 

これらの海外募集活動を通じて、各国のエージェントとの連携を深めるとともに、質

の高い入学希望者の確保に努めた。 

 

 



-8- 

 

３．教育活動の概要 

  本学園では、教育の質向上のため、学校評価と PDCAサイクルを活用している。 

  2025年度も広島校、出雲校で定めた教育目標・重点目標を達成するために計画を立て、

その計画に沿って教育活動を行い、自己評価・学校関係者評価を経て、必要に応じて見直

し・改善を行った。 

また、介護福祉学科、こども保育学科、臨床工学科は文部科学省より職業実践専門課程に

認定されており、2025年度は以下の日程で委員会を実施した。 

校 名 学校関係者評価委員会 教育課程編成委員会 

広 島 校 
①2025年 11月 12日 

②2026年 3月 26日 

①2025年 10月 16日、29日、31日 

②2026年 3月 5日、23日、24日 

出 雲 校 
①2025年 9月 25日 

②2026年 3月 23日 

①2025年 10月 2日 

②2026年 3月 24日 

 

（１）就職状況（2026年 5月 1日現在） 

  ①広島校 

学 科 名 卒業者数 
就職希望 

（進学希望） 
就職者数 

（進学者数） 
就職率 

（進学率） 

介護福祉学科  42 42 42 100% 

こども保育学科  10 10 10 100% 

臨床工学科   9  7  7 100% 

日本語学科  39 
 1 

（38） 

 1 

（38） 

100% 
（100%） 

計 100 
60 

（38） 

60 

（38） 

100% 

（100%） 

※（   ）内の数字は進学状況 

  ②出雲校 

学 科 名 卒業者数 
就職希望 

（進学希望） 
就職者数 

（進学者数） 
就職率 

（進学率） 

介護福祉学科 16 16 16 100% 

こども保育学科 16 16 16 100% 

日本語学科 21 
1 

（20） 

0 

（20） 

0% 
（100%） 

計 53 
33 

（20） 

32 

（20） 

97.0% 

（100%） 

※（   ）内の数字は進学状況 

 

（２）卒業生の資格取得状況 

   ①広島校 

    ○介護福祉学科（42名） 

     ・介護福祉士国家資格受験者数 42 名、合格者数 34 名（81.0%）（全国平均：70.1%） 
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      （内 留学生：受験者数 14名、合格者数 8名（57.1%）） 

    ○こども保育学科（10名） 

     ・保育士及び幼稚園教諭 2種 10名 

     ・短期大学士の称号を得た者 10名 

    ○臨床工学科（9名） 

     ・臨床工学技士国家試験受験者数 9名、合格者数 7名（77.8%）（全国平均：65.7%） 

    ○日本語学科（39名） 

     ・日本語能力検定試験N2受験者数 20名、合格者数 12名（60.0%） 

 

   ②出雲校 

    ○介護福祉学科（16名） 

     ・介護福祉士国家資格受験者数 16 名、合格者数 14 名（87.5%）（全国平均：70.1%） 

      （内 留学生：受験者数 4名、合格者数 3名（75.0%）） 

    ○こども保育学科（16名） 

     ・保育士     16名 

・幼稚園教諭 2種 15名 

     ・社会福祉主事  15名 

○日本語学科（21名） 

     ・日本語能力検定試験N1受験者数 1名、合格者数 0名（0%） 

・日本語能力検定試験N2受験者数 8名、合格者数 4名（50.0%） 

 

（３）退学率 

   ①広島校 

    介護福祉学科、こども保育学科、臨床工学科の 3 学科における学生数は 160 名であり、

退学者数は 5名、退学率 3.1%（昨年度 3.8%）であった。 

退学理由の内訳は、「修学意欲の低下による進路変更」3名、「体調不良による欠席過多」

1名、「学力不振による退学」1名である。 

今年度は、多様化する学生に対して、クラス担任及び学科長による対応に加え、スクー

ルカウンセラーを含めた学校全体の支援を行った結果、退学率の低下につながった。また、

スクールカウンセラー導入 2 年目となり、相談制度が学生に行き届いたことで、悩みの早

期把握や対応が可能となり、退学率の低水準を維持する一因となった。 

日本語学科においては、学生数 76名、退学者数 1名、退学率 1.3%（昨年度 1.5%）であ

った。退学理由は「進路変更」である。就労を主目的として入学する学生であったことが

要因と考えられるため、今後は入学前及び入学試験時に、エージェント及び本人に対して

「留学」の目的について十分な確認を行う必要がある。 
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   ②出雲校 

介護福祉学科、こども保育学科 2学科においては、学生数 95名中、退学者数 5名、退学

率 5.3%（昨年度 1.1%）であった。退学理由はいずれも「進路変更」である。 

クラス担任を中心として、課題を抱える学生に対して面談を実施し、保証人（保護者）

との連携を密にすることで、個々の課題解決に努めた。 

また、入学時及び進級時に配慮を要する学生からの申し出に対しては、学校長を交え、

学科長を中心に対応方針を検討・実施したことで、教職員間で統一した対応を行うことが

できた。 

日本語学科については、学生数 56名中、退学者数 4名、退学率 7.1%（昨年度 3.5%）で

あった。退学理由は「進路変更」3 名、「妊娠・出産」1 名である。今後は、面談を通じて

来日の目的や将来計画を丁寧に確認し、学習意欲の向上を図るとともに、エージェントと

の連携を一層強化する。 

 

 （４）学校行事等 

   ①広島校 

行事名 日 程 場 所 

入学式 2025年 4月 14日 JMSアステールプラザ 

球技大会 2025年 5月 20日 広島県立体育館（大ホール） 

学園祭 2025年 11月 1日 学校内 

卒業式 2026年 3月 16日 広島国際会議場 

卒業パーティ 2026年 3月 16日 オリエンタルホテル広島 

 

②出雲校 

行事名 日 程 場 所 

入学式 2025年 4月 15日 ビッグハート出雲 

交流会 2025年 5月 23日 出雲ドーム 

球技大会 2025年 9月 5日 古志体育館 

トリニティ祭 2025年 10月 25日 学校内 

卒業式 2026年 3月 17日 ビッグハート出雲 

 

 

Ⅲ 財務の概要 

2025年度は、米国における高金利政策の継続や相互関税を巡る不透明感などを背景に円安が

進行し、エネルギーや食品をはじめとする輸入品価格の上昇により、国内物価の上昇が急速に進

む状況が続いた。 

このような状況の中、収入面では、10月入学の留学生増加等により、学生生徒等納付金及び
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授業料等減免補助金が 11,300千円増加したほか、寮費収入等の付随事業収入が 6,618千円増加

し、合計 18,906千円の増収となった。 

一方、支出面では、物価上昇や学生数増加に伴い学生寮費等の経費が約 8,156千円増加したも

のの、2,087千円の光熱水費削減等により、支出増加額は 7,030千円にとどまった。 

その結果、2025年度の基本金組入れ前収支差額は、予算では 22,950千円の赤字を見込んでい

たが、決算では 11,037千円の赤字となり、計画より 11,913千円の事業収支改善となった。 

 

以 上  

 


